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議 だ会 よ り
(2)

　

９
月
会
議
は
９
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
８
日
間
（
休
会
３

日
間
含
む
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
空
席
と
な
っ
て
い
た
副
町
長
の
選
任
同
意
な

ど
人
事
案
件
６
件
、
報
告
４
件
、
条
例
の
一
部
改
正
や
各
会
計

の
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
19
件
を
審
議
し
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

13
項
目
に
つ
い
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

議
員
全
員
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
２
日
間

慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
の
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

平成30年度　一般会計・特別会計歳入歳出決算総額

歳入決算額 歳出決算額 差引額

一般会計決算総額 74億9084万円 73億8473万円 1億611万円

歳入決算額 歳出決算額 差引額

特別会計決算総額 42億4775万円 41億1838万円 1億2937万円

平成 26 年度からの調査により、当町の認知症に関す
るリスクや課題を科学的に解明しました。

「金のいぶき」をブランド米として定着させるため、PR 活動や積極的
な販売促進などを行いました。

アルプスアルパイン株式会社涌谷工場前の排水路工事
は、今年度 181.5 メートルが完成し、全体の完成延
長が 522 メートルとなりました。

認知症リスク調査事業　888 万円

金のいぶき定着化推進事業補助金　100 万円

雨水排水施設整備事業　8365 万円

９月会議

農林水産業費

下水道事業会計介護保険
事業勘定
特別会計

※差引額については、端数処理の関係上、数字が合わない場合があります。

（万円未満省略）
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移住世帯などに、住宅取得費用の一部を補助しました。
30 年度実績は、補助件数 18 件、移住者数 46 人で
した。

隊員２名が「食」及び「観光」にまつわる活性化を図りました。

中学生を対象に 3 泊 4 日の英語研修を行い、英語で
課題を考える力やプレゼンテーションスキルを育成し
ました。

※決算額は 30 年度のみについてです。
　複数年度にわたる事業もありますのでご注意ください。

わくや新生活応援補助事業　861 万円

地域おこし協力隊事業　858 万円

イングリッシュキャンプ事業　224 万円

活力ある住みよいまちへ
にぎわい取り戻し、安心安全のまちづくり

議会注目事業

平成30年度決算

総務費

総務費

教育費



決

算

地方交付税
29億1145万円　39%
町の収入の不足分に対して、
国から交付されたお金

繰入金
3億5239万円　5%
基金などからの繰り入れ

総務費
9億4921万円　13%

地域おこし協力隊の活動や町民
バスの運行などにかかったお金

民生費
19億5794万円　27%
高齢者・障がい者福祉や子育て
支援などにかかったお金

衛生費
12億727万円　16%

予防接種・健診・ごみ処理などにかかったお金

農林水産業費
3億2165万円　14%
農畜産業支援や農地整備
などにかかったお金

商工費
1億6520万円　2%
工業団地の整備や観光振興
などにかかったお金

公債費
7億4310万円　10%

町債として借りたお金の返済など

その他
5億8415万円　8%
議会費、消防費など

繰越金
1億3798万円

2%
29年度の決算で
繰り越されたお金

土木費
7億185万円
10%

道路・橋・公営住宅の
整備や維持などに
かかったお金

その他自主財源
3億4525万円

4%
使用料、手数料、
雑入など

町債
6億9209万円

9%
国や金融機関
からの借入金

※自主財源：町で集めた財源
※依存財源：国・県からの収入・借入金などの財源

国・県支出金
9億5731万円
13%

国や県からの補助金

その他依存財源
5億2539万円　7%
地方譲与税、地方消費税など

町税
15億6896万円　21%
町民税、固定資産税などの税金

歳出
73億8473万円

歳入

自主財源
32.1%

依存財源
67.9%

※グラフの中の決算額については、整合性を取るために端数処理を行っています。※繰入金及び繰越金の一部については、実質国庫支出金などであるため、その他依存財源に含まれています。

74億9084万円

教育費
7億5398万円　10%
給食や小・中学校、文化財の
保存・活用などにかかったお金

第199号

令和元年11月1日発行

議 だ会 よ り
(4)

特別会計歳入歳出決算

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 差引額

国民健康保険事業勘定特別会計 22億1212万円 21億2946万円 8265万円

後期高齢者医療保険事業勘定特別会計 1億6907万円 1億6476万円 431万円

介護保険事業勘定特別会計 18億6655万円 18億2415万円 4240万円

企業会計収益的収入支出決算

会　　計　　名 収入総額 支出総額 差引額

水道事業会計 4億2036万円 3億9451万円 2585万円

下水道事業会計 5億7299万円 5億526万円 6773万円

国民健康保険病院事業会計 19億1423万円 20億7529万円 ▲1億6106万円

老人保健施設事業会計 4億8756万円 5億254万円 ▲1497万円

訪問看護ステーション事業会計 5659万円 6002万円 ▲343万円

（万円未満省略・税抜き）

（▲はマイナス）

平成 30 年度特別会計および企業会計決算

※差引額については、端数処理の関係上、数字が合わない場合があります。

町税収入額は堅調に 増加　震災以降最高額更新
経常的経費83％（うち人件費は17％）、  投資的経費は５％にとどまる
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地方交付税
29億1145万円　39%
町の収入の不足分に対して、
国から交付されたお金

繰入金
3億5239万円　5%
基金などからの繰り入れ

総務費
9億4921万円　13%

地域おこし協力隊の活動や町民
バスの運行などにかかったお金

民生費
19億5794万円　27%
高齢者・障がい者福祉や子育て
支援などにかかったお金

衛生費
12億727万円　16%

予防接種・健診・ごみ処理などにかかったお金

農林水産業費
3億2165万円　14%
農畜産業支援や農地整備
などにかかったお金

商工費
1億6520万円　2%
工業団地の整備や観光振興
などにかかったお金

公債費
7億4310万円　10%

町債として借りたお金の返済など

その他
5億8415万円　8%
議会費、消防費など

繰越金
1億3798万円

2%
29年度の決算で
繰り越されたお金

土木費
7億185万円
10%

道路・橋・公営住宅の
整備や維持などに
かかったお金

その他自主財源
3億4525万円

4%
使用料、手数料、
雑入など

町債
6億9209万円

9%
国や金融機関
からの借入金

※自主財源：町で集めた財源
※依存財源：国・県からの収入・借入金などの財源

国・県支出金
9億5731万円
13%

国や県からの補助金

その他依存財源
5億2539万円　7%
地方譲与税、地方消費税など

町税
15億6896万円　21%
町民税、固定資産税などの税金

歳出
73億8473万円

歳入

自主財源
32.1%

依存財源
67.9%

※グラフの中の決算額については、整合性を取るために端数処理を行っています。※繰入金及び繰越金の一部については、実質国庫支出金などであるため、その他依存財源に含まれています。

74億9084万円

教育費
7億5398万円　10%
給食や小・中学校、文化財の
保存・活用などにかかったお金

H30H29H28H27H26H25H24H23

H30H29H28H27H26H25H24H23 H29 H30H28H27H26H25H24H23

町税収入額一般会計財政調整基金残高

13億
8584万円

14億
1655万円

14億
5846万円

町税収入率

※宮城県全体での市町村税収入率　97.5%

91.8%
H23

94.8%
H30

8年連続
アップ!!

14億
6621万円

14億
7179万円

15億
1507万円

15億
2327万円

15億
6896万円

年度末地方債現在高

11億
993万円

63億
2653万円

65億
4007万円

65億
5171万円 64億

7651万円

67億
5857万円 66億

9318万円
65億

4089万円 65億
3190万円

11億
3531万円

12億
3307万円

11億
3034万円 9億

9030万円

7億
989万円

7億
5861万円

6億
3899万円
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平成30年度

決算 町税収入額は堅調に 増加　震災以降最高額更新
経常的経費83％（うち人件費は17％）、  投資的経費は５％にとどまる

一般会計歳入歳出決算の概要
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29
年
度
に
発
生
し
た

　
　
　
　
　

公
金
亡
失
事
案

　

初
動
に
お
け
る
指
示
の
ま

ず
さ
か
ら
、
議
会
を
巻
き
込

ん
で
の
対
応
に
ま
で
発
展
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
事
務
執

行
責
任
者
で
あ
る
町
長
、
副

町
長
の
出
す
指
示
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
を
、
明
確
に

物
語
っ
て
い
る
。

年
度
末
に
突
然
出
さ
れ
た

　
　
　

財
政
非
常
事
態
宣
言

　

財
政
分
析
指
標
の
数
値
は

お
お
む
ね
安
定
し
て
い
る
が
、

財
政
調
整
基
金
だ
け
は
心
配

さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
そ
れ
だ
け
で
あ
の
よ
う

に
全
国
的
に
宣
言
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
疑

問
で
あ
り
、
内
部
発
表
に
と

ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
案

に
対
し
て
は
、
そ
の
手
法
を

熟
慮
の
上
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

事
業
の
広
域
化
必
要

　

町
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、

有
収
水
量
、
給
水
戸
数
、
給

水
人
口
の
減
少
も
し
だ
い
に

進
行
す
る
。
事
業
の
広
域
化

を
視
野
に
入
れ
て
、
対
策
を

検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

有
収
率
向
上
に
努
力
を

　

今
年
度
の
有
収
率
は
、
前

年
度
対
比
で
０
・
９
ポ
イ
ン

ト
下
回
っ
た
。
今
後
は
漏
水

対
策
な
ど
を
徹
底
し
、
向
上

に
向
け
さ
ら
な
る
努
力
を
望

む
。

会
計
は
健
全
性
保
つ

　

会
計
は
健
全
性
を
保
っ
て

い
る
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る

料
金
改
定
に
向
け
、
そ
の
時

期
や
改
定
幅
な
ど
、
慎
重
な

検
討
を
望
む
。

未
収
金
の
回
収　

向
上

　

料
金
未
収
金
の
回
収
に
つ

い
て
、
現
年
度
分
、
過
年
度

分
と
も
に
収
納
額
や
収
納
率

が
向
上
し
た
こ
と
は
、
そ
の

努
力
を
認
め
る
。

他
施
設
と
の
連
携　

重
要

　

今
後
、
病
院
の
機
能
分
担

が
さ
ら
に
進
み
、
近
隣
の
病

院
や
診
療
所
、
介
護
施
設
な

ど
と
の
連
携
が
肝
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

望
む
。

常
勤
医
師
確
保
に
努
力
を

　

本
年
度
は
、
医
師
の
年
度

途
中
で
の
退
職
や
体
調
不
良

に
よ
る
診
察
対
応
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
医
業
収
益
に
多

大
な
影
響
が
出
た
。

　

今
後
は
、
常
勤
医
師
の
確

保
に
努
力
さ
れ
診
療
体
制
を

確
立
し
、
医
業
収
益
の
改
善

を
目
指
し
て
さ
ら
な
る
努
力

を
期
待
す
る
。

持
続
可
能
な
経
営
を

　

公
立
病
院
に
は
、
公
共
性

と
経
済
性
を
図
り
、
持
続
可

能
な
経
営
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
当
国
保
病
院
に
お
い
て

も
、
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
さ

ら
な
る
努
力
を
望
む
。

常
に
財
政
分
析
指
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

主
要
財
政
分
析
指
標
の

推
移
に
つ
い
て

特
に
印
象
に
残
っ
た

　

公
金
亡
失
事
案
と

　
　

財
政
非
常
事
態
宣
言

監
査
委
員
　
遠
　
藤
　
要
之
助

後
　
藤
　
洋
　
一

財政分析指標の推移 （普通会計）
区　　　分 28年度 29年度 30年度 備　　　考

財政力指数（3か年） 0.36 0.37 0.38 1 に近いほど財政力が強い

実質収支比率 5.7 2.7 1.9 3 ～ 5程度が望ましい

経常収支比率 94.7 94.2 94.0 75 以下が望ましい

実質公債費比率（3か年） 11.4 12.6 12.1

一般会計

監査意見

水
道
事
業
会
計
　
意
見

国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計
　
意
見

　

適
正
な
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
予
算
執
行
は
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

75
％
以
下
を
大
き
く
上
回

る
94
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
改
善
は
し
た
も

の
の
、
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

　

行
財
政
運
営
に
お
い
て

は
、
常
に
財
政
分
析
指
数
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
健
全
で
効
率

的
な
行
財
政
の
運
営
に
努
め

る
ら
れ
る
よ
う
望
む
。

　

早
期
健
全
化
基
準（
25
％
）

を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
状

況
は
楽
観
は
で
き
な
い
も
の

の
、
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

実
質
収
支
比
率

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率
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議 だ会 よ り
(7)

平成 30 年度の各種会計決算について、決算審査特別委員会を設置し、
９月 24・25日の２日間で審査を行いました。
　主な質疑と答弁を掲載します。

決算審査特別委員会

久　　勉　委員長

児
童
虐
待
予
防
や
対
応

に
つ
い
て
、
各
地
区
の
住
民

の
協
力
も
必
要
で
は
。

地
域
で
見
守
る
体
制
を

目
指
し
て
お
り
、
行
政
区
長
、

児
童
民
生
委
員
な
ど
か
ら
も
、

多
く
の
相
談
を
い
た
だ
い
て

い
る
。在

宅
の
要
介
護
者
へ
の

紙
お
む
つ
購
入
券
の
支
給
は

涌
谷
町
の
姿
勢
を
問
わ
れ
る

事
業
で
も
あ
り
、
支
給
対
象

を
拡
大
し
て
継
続
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

 

自
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
支

給
し
て
お
り
、
今
後
も
現
在

の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

特
定
不
妊
治
療
助
成
事

業
の
実
績
が
な
い
の
は
、
周

知
不
足
な
の
で
は
な
い
か
。

平
成
30
年
度
か
ら
実
施

し
た
事
業
で
も
あ
り
、
Ｐ
Ｒ

不
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
。

　

今
後
、
よ
り
多
く
の
町
民

に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

黄
金
山
工
業
団
地
へ
の

誘
致
企
業
対
策
の
感
触
は
。

企
業
立
地
フ
ェ
ア
や
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

得
た
情
報
を
も
と
に
個
々
の

企
業
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
と
の
信
頼
関
係
も
で
き

て
き
て
、
県
内
に
土
地
を
探

し
て
い
る
企
業
の
情
報
も
提

供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

子
ど
も
の
虐
待
予
防
に

　
　
　
　

地
域
の
協
力
を

実
績
な
い
事
業

　
　
　
　

周
知
の
徹
底
を

企
業
誘
致　

進
展
は

在
宅
の
要
介
護
者
全
員
に

紙
お
む
つ
購
入
券
の
支
給
を

一
般
会
計
決
算

民
生
費

衛
生
費

商
工
費

鈴
木
　
英
雅 

委
員

杉
浦
　
謙
一 

委
員

竹
中
　
弘
光 

委
員

稲
葉
　
定 
委
員

工業団地の完売だけでなく、町内企業の定着・発展も町の活性化に不可欠です　

問問

問問

答答

答答
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県
が
定
め
た
「
み
や
ぎ

園
芸
特
産
振
興
戦
略
プ
ラ

ン
」
を
当
町
で
も
大
い
に
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

施
設
園
芸
の
設
置
導
入

支
援
事
業
を
広
く
周
知
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
く
。

当
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
と
声
高
ら
か
に
発

信
し
て
い
る
が
、
振
興
策
の

熱
意
が
見
え
な
い
。

意
欲
の
あ
る
農
業
者
が

就
農
で
き
る
環
境
を
整
え
、

よ
り
よ
い
形
で
支
援
が
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
て
進
め
て
い
く
。

今
後
、
無
人
ヘ
リ
に
よ

る
病
害
虫
防
除
の
需
要
が
増

え
る
と
思
う
が
、
ド
ロ
ー
ン

の
利
用
は
考
え
な
い
の
か
。

作
業
の
効
率
性
や
経
費

な
ど
詳
細
に
は
検
討
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
ド
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
農
作
物
病
害
虫
防

除
協
議
会
で
検
討
す
る
予
定

で
あ
る
。

農
協
と
連
携
し
最
大
の

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
取
り
、
金
の
い
ぶ
き
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
て

も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

涌
谷
産
の
金
の
い
ぶ
き

は
、
当
町
が
日
本
初
の
産
金

地
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
、

金
と
金
を
プ
ラ
ス
し
て
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
る
。

事
業
を
活
用
し

　
　

施
設
園
芸
の
振
興
を

農
業
振
興
に

熱
意
持
っ
て
取
り
組
ん
で

農
作
物
の
病
害
虫
防
除

ド
ロ
ー
ン
利
用
で
き
な
い
か

金
の
い
ぶ
き
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
を

農
林
水
産
業
費

佐
々
木
み
さ
子 

委
員

鈴
木
　
英
雅 

委
員

大
友
　
啓
一 

委
員

大
泉
　
治 

委
員

作業効率は無人ヘリ、経費はドローン？　町としての検討を期待します

大
崎
地
域
が
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
が
、
町

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

１
市
４
町
で
つ
く
る
世

界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で

映
像
や
副
読
本
の
制
作
、
周

遊
ル
ー
ト
づ
く
り
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

協
議
会
委
員
と
し
て
町
長
、

幹
事
と
し
て
農
林
振
興
課
長

が
会
議
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
。

世
界
農
業
遺
産

　
　
　
　

町
の
関
り
は

杉
浦
　
謙
一 

委
員

問

問

問

問

答

答

答

答

問答
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町
外
の
業
者
の
弁
当
で

は
な
く
、
地
場
産
の
農
産
物

を
利
用
し
た
学
校
給
食
を
幼

稚
園
に
も
提
供
で
き
な
い
か
。

 

配
膳
の
た
め
の
人
員
の

配
置
や
、
給
食
の
搬
入
口
、

冷
蔵
庫
の
設
置
な
ど
が
必
要
。

給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
機
材
も

老
朽
化
し
て
お
り
、
更
新
が

迫
っ
て
い
る
。

さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も
園

は
園
内
給
食
、
各
幼
稚
園
は

弁
当
で
あ
る
が
、
不
公
平
感

な
ど
保
護
者
か
ら
の
苦
情
、

要
望
は
な
か
っ
た
の
か
。

弁
当
給
食
の
評
判
は
悪

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

幼
稚
園
で
弁
当
給
食
を
開

始
し
て
か
ら
、
こ
ど
も
園
の

給
食
と
比
較
し
て
の
要
望
な

ど
は
教
育
委
員
会
へ
入
っ
て

い
な
い
。

町
営
住
宅
の
空
き
室
が

目
立
っ
て
い
る
が
、
移
転
し

て
も
ら
い
、
ま
と
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

移
転
に
は
引
越
し
費
用

や
家
賃
が
高
く
な
る
な
ど
の

経
済
的
負
担
が
あ
る
。
民
間

住
宅
の
借
り
上
げ
な
ど
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

日
本
遺
産
認
定
を
契
機

に
他
市
町
村
か
ら
の
来
町
者

が
増
え
る
と
思
う
が
、
箟
岳

山
線
な
ど
を
観
光
道
路
と
し

て
整
備
を
進
め
る
計
画
は
。 

箟
岳
山
線
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
斎
場
付
近
の
舗
装

の
打
ち
か
え
や
石
仏
公
園
手

前
の
カ
ー
ブ
の
改
良
を
計
画

し
て
い
る
。

幼
稚
園
に
も
地
元
農
産
物
を

　
　
　
　

利
用
し
た
給
食
を

幼
稚
園
の
弁
当

　
　
　
　
　

不
公
平
感
は

空
き
が
目
立
つ
町
営
住
宅

　
　
　
　
　
　

ま
と
め
て
は

観
光
客
増
加
に
備
え

　
　
　
　
　

道
路
の
整
備
を

土
木
費

教
育
費佐

々
木
み
さ
子 

委
員

佐
々
木
敏
雄 

委
員

竹
中
　
弘
光 

委
員

大
友
　
啓
一 

委
員

箟岳山や箟峯寺は日本遺産の構成文化財　おもてなしは道路から　

地
場
産
品
を
多
く
使
い
、

他
町
が
う
ら
や
む
よ
う
な
給

食
を
提
供
し
て
流
入
人
口
の

増
加
の
一
助
と
し
て
は
。

 

給
食
に
お
け
る
地
場
産

品
使
用
率
は
県
内
で
も
上
位

で
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
使

用
し
て
い
る
。

大
崎
圏
域
と
連
携
・
協

力
し
、
出
会
い
の
場
の
確
保

に
町
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

大
崎
管
内
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
交
流
の
場

も
、
婚
活
事
業
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の

で
、
検
討
し
て
い
く
。

地
場
産
給
食
で

　
　

流
入
人
口
の
増
加
を

婚
活
事
業

　
　
　

広
域
的
な
連
携
で

稲
葉
　
　
定 

委
員

後
藤
　
洋
一 

委
員

問

問

問問

答

答

答答

問

問

答

答
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当
年
度
純
損
失
額
が
前

年
の
２
倍
近
い
額
と
な
り
、

早
急
に
経
営
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
が

ど
う
か
。

病
院
改
革
プ
ラ
ン
や
中

期
経
営
健
全
化
計
画
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
健
全
経
営
・
黒
字
化
に

持
っ
て
い
く
方
針
を
立
て
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
邁
進
し
て
い
く
。

年
度
末
の
現
金
が
１
８

０
０
万
円
で
、
一
時
借
入
金

が
１
億
９
０
０
０
万
円
未
償

還
で
あ
っ
た
。
５
月
末
に
は

支
払
っ
た
と
聞
く
が
、
現
金

の
工
面
は
ど
う
し
た
の
か
。

　

今
後
の
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

償
還
に
は
令
和
元
年
度

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

充
て
た
。

　

医
師
確
保
な
ど
を
最
優
先

に
し
、
経
営
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
く
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
を

見
据
え
て
、
地
域
包
括
ケ
ア

の
推
進
を
含
め
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
が
。

介
護
予
防
事
業
、
総
合

支
援
事
業
と
い
っ
た
予
防
事

業
を
メ
ー
ン
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
げ
て
い
く
。

事
業
を
運
営
す
る
経
費

と
料
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
常
に

考
え
な
が
ら
、
経
費
の
削
減

に
一
層
の
努
力
を
す
べ
き
で

は
。

経
費
の
節
減
に
つ
い
て

は
町
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣

の
市
町
村
と
連
携
を
深
め
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
出
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
病
院
運
営
は

２
０
２
５
年
問
題

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を

料
金
上
げ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　

経
費
の
削
減
を

早
急
な
経
営
対
策
を

介
護
保
険
事
業
勘
定

　
　
特
別
会
計
決
算

下
水
道
事
業

　
　
　
　
会
計
決
算

国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計
決
算

佐
々
木
敏
雄 

委
員

後
藤
　
洋
一 

委
員

伊
藤
　
雅
一 

委
員

伊
藤
　
雅
一 

委
員

反対 稲葉　定　議員

　指定管理施設のうち、健康パークへの
委託料の内容が明確ではない。監査委員
からの指摘もあったが、きちんとした説
明資料の提示もなく、次年度はしっかり
したものにするということだが、信頼性
に欠ける。

討 

論
平成30年度
涌谷町各会計歳入歳出
決算の認定について

健康パークの管理委託　詳細な内容の把握を

問

問

問問

答

答

答

答

９月会議採決状況
　○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

件　　名

竹
中
　
弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉
　
　
定

大
友
　
啓
一

只
野
　
　
順

後
藤
　
洋
一

伊
藤
　
雅
一

久
　
　
　
勉

杉
浦
　
謙
一

鈴
木
　
英
雅

大
泉
　
　
治

平成３０年度涌
谷町各会計歳入
歳出決算の認定
について

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長



　9月会議では、9月 19 日・20 日に一般質問
が行われ、９人の議員が町政全般について質問
しました。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内で
要約し、広報分科会委員が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。
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ズバリ

町
政
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

稲葉　定 議員（13 ページ）
　1　涌谷町の指定管理の現状と今後を問う

大友　啓一 議員（18 ページ）
　1　廃校小学校と園舎の転用について

伊藤　雅一 議員（14 ページ）
　1　涌谷町財政再建計画（素案）と国民健康保険病院事業会計について

鈴木　英雅 議員（19 ページ）
　1　職員定数管理の見直しについて

後藤　洋一 議員（12 ページ）
　1　涌谷スタジアムの管理運営について問う

竹中　弘光 議員（17 ページ）
　1　消防団活動について
　2　子育て支援について

久　　　勉 議員（15 ページ）
　1　涌谷町財政再建計画の策定にあたり、十分な現状分析をすべきでは
　2　一般競争入札の参加基準である評価点を見直すべきではないか

杉浦　謙一 議員（16 ページ）
　１　高齢者が健やかに暮らせる施策の考えは
　２　水道料金の改定は

佐々木敏雄 議員（20 ページ）
　1　財政再建計画（素案）策定経過と今後について
　2　職員任用（採用）等に関する対応と職員管理の考え方について

涌谷町ホームページURL
（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）
一般質問動画配信ページ　QRコード


